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令和 7（2025）年度 

博士後期課程（春期） 

人文科学研究科・日本語日本文学専攻「日本語学・日本文学」 

解答又は解答例 

 

◎一義的な解答が導き出せない問題のため、出題意図を掲載する。 

 

［設問 A］ 

問一 日本文学（上代） 

〔出題意図〕 

博士後期課程での研究に必要な知識と、自身の見解を論理的に述べる能力をはかる問題である。

「霞」に関して、具体的な作品・表現をあげたうえで、その内容を的確に説明できているかを問う

ている。一定の水準に達していれば、様々な解答を許容した。 

 

 

問二 日本文学（中古） 

〔出題意図〕 

博士後期課程での研究に必要な知識と、自身の見解を論理的に述べる能力をはかる問題である。

先行研究を適切に把握・整理したうえで、問題点を自身の観点から明快な文章かつ文字数の範

囲で整理できるかを問うている。一定の水準に達していれば、様々な解答を許容した。 

 

問三 日本文学（中世） 

〔出題意図〕 

入学後に必要となる専門的な内容への理解について、とりわけ鎌倉幕府を論の焦点とすることで、

中世文学史への理解も含めて問うた。一定の水準に達していれば、様々な解答を許容した。 

 

 

問四 日本文学（近世） 

〔出題意図〕 

『源氏物語玉の小櫛』『古事記伝』などの注釈、「もののあはれ」という概念、その和歌や紀行文な

ど作品表現、などのうちのひとつ乃至いくつかを取り上げ、具体例を提示しつつ、その特質を論じ

てほしい。具体例の適切さ、特質を論じる明晰さ、などが評価対象となる。一定の水準に達してい

れば、様々な解答を許容した。 
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問五 日本文学（日本近代文学） 

〔出題意図〕 

〈日本近代文学に描かれた異界〉について、博士後期課程にふさわしい知見や分析力、論述力を

問うた問題である。異界の位置付けについては、特定の作品から導かれるものだけでなく、ある

作家に共通する異界の性質や、人類学や民俗学など隣接諸分野の知見から導いてもよいものと

した。異界と関連性の深い作品を論じたものに加え、異界を描いた一連の作品群をもつ作家を取

り上げ、それらの諸作に共通する特質を論じたものも許容してある。異界と現実世界、異界と恐

怖、異界と差別等々、異界を様々な要素と関連させた解答も許容範囲とした。 

 

 

問六 日本語学（上代） 

〔出題意図〕 

古代日本語（上代語と中古語）に関する体系的な知識が、博士後期課程で学ぶのに相応しい水

準で身についているか、また、その知識を上代語を研究する際に適切に活用できる論述の力を備

えているかを問うた。具体的にどのような研究を想定するかによってさまざまな解答があり得るた

め、多様な解答を許容している。 

 

 

問七 日本語学（日本語史ほか） 

〔出題意図〕 

日本語学全般の基礎学力を見るのが出題目的である。学会の動向をどの程度把握しているか、

また、それを踏まえて従来からの研究テーマだけでなく、近年の研究上の課題やその問題点につ

いても、研究者レベルでの問題を十分に把握できているか、を確認する意図である。当該ジャン

ルでの年度によってジャンルを変えている。一定の水準に達していれば、様々な解答を許容した。 

 

問八 日本語学（現代日本語） 

〔出題意図〕 

現代日本語の品詞分類についての理解を問う問題。品詞は文法分析には欠かせないツールであ

り、品詞分類は文法理論の基礎中の基礎である。品詞分類には様々な考え方があるが、異なる考

え方が生まれるのは、どの考え方にも問題点があるからである。解答においては、どの理論に立っ

ても構わない。自らが是とする立場に基づき、適切に品詞を網羅し、それぞれの品詞の具体例（単

語）を正しく挙げるとともに、どの理論にもある長所と課題・問題点をどれだけ理解し、論理的に指

摘できるかを問う。一定の水準に達していれば、様々な解答を許容した。 
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問九 言語学 

〔出題意図〕 

（ア）現代言語学において重要な研究領域の一つとなっている「文法化」について、博士後期課程

の学生に相応しい知識を有しているか、またその知識を整理し、明快な文章で表現する論述の能

力を備えているか、といった点を確認するための問題。学習歴などの違いにより、受験者が具体

的に取り上げる言語や現象は異なると考えられるため、適切な用例であれば言語は問わない。論

述の視点や枠組みにも特段の制限はない。 

（イ）言語学で伝統的に想定され、現在でも論議のある学説（仮説）について、博士後期課程の学

生に相応しい知識を有しているか、またその知識を整理し、明快な文章で表現する論述の能力を

備えているか、といった点を確認するための問題。他の「語族」と同様に、「アルタイ語族」も様々な

視点や立場から論じることができるが、論述の視点や力点の置き方は自由であり、アルタイ語族

を積極的に認める立場でも批判的に見る立場でも構わない。 

 

 

問十 日本語教育 

〔出題意図〕 

博士後期課程において研究を進めるうえで必要となる、日本語教育に関する広範な知識を有し

ているかを測ることを目的としている。併せて、日本語教育の現代的・社会的な課題は何か、その

課題をどう捉えているかについて、適切な根拠を示しながら、論理的に述べられるかを確認する。

論述内容の適切さだけでなく、論述する際の明解さなどが評価対象となる。一定の水準に達して

いれば、様々な解答を許容した。 

 

 

［設問 B］ 

問１ 

〔出題意図〕 

入学後に必要となる専門的な内容への理解の有無、および論述する力について、具体的な事例

を挙げ、広く文学史的な視点に立って見通すことができるかどうかも含めて問うた。一定の水準

に達していれば、様々な解答を許容した。 

 

問２ 

〔出題意図〕 

一般でも使用される単語について、日本語学や日本語教育の分野の専門用語としての意味（定

義）や位置づけを理解できているかを問う。用語を正しく理解できているか、具体例は適切か、分

析的・論理的に述べられているかを評価対象とする。一定の水準に達していれば、様々な解答を

許容した。 




